
１　概　要
府有財産である土地や建物を経営資源として活性化させるため、「保有から有効活用へ」の視点ですべての府有財産の現況を調査、点検したうえで、今後、有効活用を進めるべき施設の活用の方向をとりまとめた。

２　府有財産現況調査

（１）調査対象　公有財産である土地（約4,92１万㎡）、建物（延床 約1,422万㎡）の
　　　　　　　　計2,549件及び借用財産のうち土地・建物

※地方公営企業法の適用を受ける企業の資産及び供用中の道路、河川は除く。
（２）調査時点　平成18年４月1日時点、ただし、教育委員会所管の学校は5月1日
（３）調査結果
①　施設（土地）の利用状況
建築基準法（建ぺい率）上、現在の建物に必要な敷地以外に、他の用途に利用できる広さを点検。利用可能面積が100㎡以上ある庁舎系68及び公の施設2４の計9２施設について、個別に敷地活用の可能性を検討。（本庁舎等、活用方針検討中の施設などは除外）
②  施設（建物）の利用状況
①の９２施設を対象に、建築基準法（容積率）に照らして、建増し可能な床面積がどれくらいあるかを点検し、容積率の活用可能性を検討。
③　一人当たりの執務スペース
庁舎系施設を対象に、職員配置数及び執務室、会議室、書庫・倉庫等の面積から、一人当たりの執務室等のスペースを点検。一定の目安とする７㎡以上のものは91施設。
④　施設の使用状況

使用許可や貸付け（以下「使用許可等」という。）の総実施件数は5,17４件。
⑤　用途廃止（予定）の状況
用途を廃止している施設は22施設、今後用途の廃止を予定する施設は3１施設。
⑥　事業予定地等の利用状況
事業予定地（主に道路・河川）の総面積は約30万㎡（うち使用許可面積約10万㎡）及び普通財産として管理しているその他の土地（廃川・廃道敷、事業残地、他団体への貸付地）は約17４万㎡（うち貸付面積約5３万㎡）
３　有効活用方策の検討・・・保有から有効活用へ

（１）施設の有効活用方策（土地・建物）

現況調査の結果から、土地又は建物に余裕があり活用の可能性があるとされた92施設のうち、現時点でさらなる活用の検討が必要と判断される38施設と、土地や建物の余裕の点検対象外とした施設のうち、特に検討が必要と考えられる22施設について活用方策案（計６０施設）を取りまとめた。
【主な活用方策案の例】
　　   ○施設の移転・集約などを検討
○余裕スペースの庁内活用や貸付けなどを検討
○処分を含めた活用方策を検討　

○土地･建物の有効活用のあり方を検討　
○耐震診断の結果を踏まえ、施設のあり方を検討　など
　    
（２）行政財産使用許可・普通財産貸付け
使用等の目的が「事務室等」「駐車場」「施設用地」であるものを対象に、許可や貸付けの継続等の必要性、適正な受益者負担の観点から使用料等の減免について、19年度中に点検。
（３）用途廃止予定財産
時期を逸することのないよう事前に庁内活用や処分等の検討を進める。
（４）事業予定地等
事業予定地については、事業着手までの間においても有効活用を図る必要があることから、民間等による暫定的な利用や貸付けを進めるための取扱い方針を策定する。

その他の低・未利用等な土地については、庁内活用を検討のうえ、交換条例などの制度を活用して早期処分を促進する。
（５）その他の取組み

府営住宅については、建替えにより生じる余剰地等の活用や売却を進め、警察待機宿舎
　　 については、土地の有効活用を図るため費用対効果を検証しながら計画的な建替えの検討を行う必要がある。

余裕教室等開放事業が未実施である府立高校の空き教室については、実施可能性について検討するとともに、可能な限り地域と学校との調和を図りながら利用を促進する。
４　「保有から有効活用へ」の実現のために
活用方策案については、行財政計画（案）の取組み期間である平成23年度までの実施に向け、課題・手法等を整理のうえ、時期を逸することなく取り組むこととし、実施年度の前倒しが可能となるよう努める。

こうした取組みを効果的に進めるため、民間の経営感覚や専門的な見地からの提案など外部の視点を取り入れて検討を行なうとともに、建ぺい率や容積率などからの検討対象とならなかった施設等についても、一層の有効活用に向けた取組みを進める。
「府有財産の有効活用に向けて（案）」の概要　
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